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伊平屋村青年団協議会　旧盆支部廻り

毎
年
無
料
で
振
舞
わ
れ
て
い

る
島
の
泡
盛
「
照
島
」
を
使
っ

た
「
照
島
パ
ン
チ
」（
シ
ー
ク

ヮ
ー
サ
ー
割
）
と
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
ジ
ュ
ー
ス
の
提
供
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
見
に
来
た
人
は
「
今
年
も

中
止
と
思
っ
て
い
た
の
で
久
し

ぶ
り
に
エ
イ
サ
ー
を
見
れ
て
と

て
も
嬉
し
い
。
エ
イ
サ
ー
の
音

を
聞
く
と
チ
ム
ど
ん
ど
ん
す
る

し
、
青
年
達
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
に
元
気
を
も
ら
え
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
語

り
、
力
強
い
太
鼓
の
音
と
迫
力

あ
る
演
舞
に
、
多
く
の
人
が
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

伊
平
屋
村
青
年
団
協
議
会
会

長
の
仲
川
潤
さ
ん（
我
喜
屋
区
）

は
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
今
年
も

中
止
に
す
る
べ
き
か
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
悩
み
ま
し
た
が
、
地
域
を

元
気
づ
け
る
た
め
に
若
い
世
代

で
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
、
今

回
の
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
継
承
し
、

僕
た
ち
の
エ
イ
サ
ー
を
見
て
一

人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

生
ま
れ
育
っ
た
島
に
誇
り
を
持

ち
、『
将
来
伊
平
屋
に
帰
っ
て
き

た
い
！
』
と
思
っ
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。」と
話
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
て
い
た

伊
平
屋
村
青
年
団
協
議
会
に
よ
る

旧
盆
エ
イ
サ
ー
支
部
廻
り
が
三
年

ぶ
り
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
９
日
に
野
甫
区
・
島
尻
区
・

我
喜
屋
区
か
ら
始
ま
り
、
10
日
ウ

ン
ケ
ー
の
日
は
前
泊
区
・
田
名
区

を
廻
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
エ
イ
サ
ー
を
一
目

見
よ
う
と
村
民
を
は
じ
め
、
帰
省

客
や
観
光
客
な
ど
多
く
の
人
が
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
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美術教室

夏休みこども教室

８／1（月）、２（火）　伊平屋村離島振興総合センターで夏

休み美術教室が行われ、村内の幼・小中学生や親子・一般の方が

参加しました。

　講師の比嘉陽子先生・石丸佳子先生から、今回は使う絵の具を赤・

青・黄色の三色のみで自分で色を作って描く手法を用いて、下書き

の書き方や遠近法、立体感の出し方等を教わりました。

　親子で参加した玉城さんは、「はじめて美術教室に参加し「色の

三原色」という基本的な事を教わり今後も描いていきたいと思いま

す」と感想を話しました。受講者には修了書が授与され、夏休み

美術教室は楽しく終了しました。

サイエンティックキャラバン in 伊平屋 ８／５（金）、６（土）　OIST（沖縄科学技術

大学院大学）の研究者を講師として招き身近な伊平屋

の海を学ぼうとサイエンティックキャラバン in 伊平屋が開催されました。「伊平屋島の深海の謎」に参加した照

屋真心さんは「普段見ることができない深海の映像が見られてとても楽しかったです。」と笑顔で話してくれました。

また、「読み聞かせ」に参加した細井結友さんは、きれいな海でしか育たないチンアナゴについて「どうやったら

育ちますか？」と質問するなど身近な海の問題にとても関心を寄せている様子でした。

伊平屋島探索教室 ８／７（日）
～ 9 日（火）

　伊平屋島探索教室が行われました。村教育委員会の西

藤優三さんの案内で、島の自然と歴史文化を探索しまし

た。野甫の海で大きな岩の水たまりに小さな魚がいるの

を発見すると「なぜここに溜まるの？」と興味津々に西藤

さんに質問していました。最終日には散策した情報を元に

ポスターを製作し、島の魅力を一人一人発表しました。

「伊平屋島の深海の謎」

沖縄県内でも伊平屋島周辺には

「伊平屋」と名前がついた熱水噴

出孔があり、まだ名前がついてい

ない生物も沢山いるとのこと。

「野甫島ビーチクリーニング」

海洋の漂流物が自然界にどのよう

な影響を与えているかを学び、ビー

チクリーンをすることで海の現状に

触れることができました。

「読み聞かせ」

身近な海の問題としてドリフター（海

の漂流物）について話した後、絵本

「深海の宝物」を村内の小学校へ

贈りました。
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琉球弧の無形民俗文化財の危機を考える

７／１８（月）　沖縄県立博物館・美術館講堂にて、「琉球弧の無形民

俗文化財を考える会」主催のシンポジウム第二回が開催されました。今回は、

「ウスデークの現状と未来を考える」というテーマで、伊平屋村民俗芸能保

存会副会長西銘仁正氏がご登壇され、保存会の設立、田名ウシデークの復

興を成し遂げた８カ月の過程、及び継承の現状について発表されました。

　エイサーと比べ継承の危機が深刻である臼太鼓（ウスデーク）。

　本年で１０周年を迎える民俗芸能保存会の実践の功績が、多くの地域を

またいだ調査研究者、各地域の実践者等に共有されました。

　「琉球弧」の全体で各地域が連携することで、研究・実践・教育にあらた

な光を投げかける機会となりました。

８／１４（日）　（旧暦７／１７）　田名区で伝統行

事ウンジャミが行われました。「本来は神社から海へ

道ジュネをしながら、ノロ（神女）を先頭に三線を弾き、

神に捧げる歌を歌いながらオー（ダンチク）の葉を

投げ入れて、同じ道を戻って来る事をやっているが、

コロナの影響でお宮行事のみで行っています。」と城

間正光区長が説明しました。

　南城市在住の小嶋さちほさんは「ウンジャミは他

の地域にもあるが、伊平屋が他と違うことを知り、

ウシデークや歌の伝承の取組をシンポジウムで拝見

した時に、先人達がどういう思いで儀式を伝えてきたの

か是非拝見したく

やってきました。」

と話しました。

　今年は国吉啓

子さん、新城恒

さんがノロを務

め、ウンジャミ

に欠かせない「ウ

ンサク」等をお

供えし海幸を祈

願しました。

ウンジャミ（海神祭）

８／７（日）　伊平屋村離島総合センターで、超初

心者のためのインターネット講座が開講されました。

　この講座は、インターネットの恩恵を受ける事のでき

る人とできない人の間に生じる情報格差をなくすため、

伊平屋村がアイランドコネクト沖縄事務局に委託して実

施しています。今年度は、８月～１１月まで月１回の４回

講座となっています。

　アイランドコネクト沖縄事務局の担当者は、インター

ネットは便利なものと実感してもらう講座にしていきたい

と参加者から意見を取り入れ、ネット販売方法等の説

明も行いました。

　講座参加希望者は、各字売店や公民館等に掲示して

あるポスターをご覧下さい。

インターネット教室
（デジタルデバイト事業）

　　お問い合わせは　伊平屋村企画財政課
　　　　　　 　℡：０９８０－４６－２００５

 お問い合わせは　伊平屋村教育委員会
　　　 　 　℡：０９８０－４６－２００3
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サマー保育

7月２２日（金）　伊平屋保育所、年長組を対象にサマー保育が行われました。午前中は

通常保育を行い、午後から野甫の海へ移動し、ヤドカリを見つけたり、海水浴等を楽しみました。

園に戻ってからはスイカ割り等をして夕食までの時間を一緒に過ごしました。

　参加した園児全員が「海で食べた揚げパンが美味しかった。」また、國吉たから君は「スイカ

割りが楽しかった」と嬉しそうに話し、園児たちにとって特別な思い出となりました。

伊平屋英語デイキャンプ２０２２

８／１９（金）～８／２１（日）　の 3 日間、伊平屋村離

島振興総合センターといへやよねざき愛ランドで伊平屋英語デイ

キャンプ２０２２が行われました。

　講師は伊平屋村の ALT ビーニッシュ・カーン先生、ジェフリー・

チェン先生、ジョー・ナカチ先生が務めました。

　参加した児童生徒は、キャンプ中、なるべく日本語は使わず英

語を使うことを目標に、ゲームや昼食づくり等の活動をとおして英

語を学び、最終日には英語で寸劇ができるようになりました。

　参加した是枝怜さんは、「英語デイキャンプに参加して、英語

がちょっと話せるようになりました。次はもっと英語をつかえるよ

うにしたいです。」と話しました。

　　お問い合わせは　伊平屋村教育委員会　
　　　　　　　 ℡：０９８０－４６－２００３

稲刈り体験

７／１２（火）　伊平屋小学校４、５年生（25 名）が稲

刈り体験学習を行いました。この学習は、体験をとおして、

地域農業、特産品を知ることを目的として実施しており、今

年度からは、校内に水田をつくり、日々の水管理、肥培管

理等も生徒で行いました。

　稲に実がつく時期には、「実ができていた！」「みた？」と

興奮して話していました。

　生徒たちが一生懸命育てた黄金色の稲は境港交流学習や

給食に提供される予定です。
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       厚生労働省からのお知らせ       役場住民課からのお知らせ

県産品奨励キャンペーン要請

７／２０（水）　（公社）沖縄県工業連合会　中村秀樹副会長（琉球セメント（株）代表取締役会長）、玉

那覇美佐子副会長（瑞穂酒造（株）代表取締役社長）、小浜徹事務局長が県産品奨励運動のため、伊平屋村

役場を訪れました。

　県経済は、長引くコロナ禍、資源やエネルギーの高騰の影響から経済や暮らしを回復させるためには、ま

だまだ時間を要します。県経済の回復を図るためには、県民自ら県産品の愛用や地元企業・店舗等を利用す

る取組が重要であるとして、金城信光議長、金城時正副村長へそれぞれ要請書を手渡しました。

（写真左から）玉那覇美佐子副会長　中村秀樹副会長　金城信光議長 （写真左から）玉那覇美佐子副会長　中村秀樹副会長　金城時正副村長
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       沖縄県中小企業団体中央会よりのお知らせ     沖縄県国際交流・人材育成財団よりのお知らせ

       本部警察署からのお知らせ

　去る７月１１日、本部警察署において、管内の「交通死亡事故ゼロ１年達成」に伴う交通安全盾の贈呈

式が行われました。

本部警察署では、令和３年６月１５日以来、交通死亡事故ゼロが続いており、当署の交通死亡事故ゼロ１

年達成は２０１７年以来で県内最多の通算１４回目となっています。

これも地域住民の皆さんが、普段から交通ルールを守って頂いた成果です。

「交通死亡事故ゼロ」がさらに２年、３年と続いて行くよう、引き続き、皆さんのご協力をお願い致します。
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   沖縄国税事務所より年末調整手続の電子化についてお知らせ
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       那覇地方法務局よりのお知らせ

「令和６年４月１日から、相続登記の申請が義務化されます。」
所有者が亡くなったのに相続登記がされないと、登記簿を見ても

持ち主が分からず、災害の復興事業や取引を進められないといった

問題が起きています。　

そこで、所有者不明土地問題を解決するため、相続登記の義務化

や相続土地国庫帰属制度など、様々な制度がスタートします。

「相続手続が断然ラクになります。」
法務局には、相続手続きをする人たちを応援する「法定相続情報

証明制度」があります。「法定相続情報証明制度」とは，法定相続

人が誰であるのかを証明する制度です。相続登記申請はもちろん、

預貯金の払戻し、税務署での相続税の申告等、様々な相続手続きで

ご利用いただけるなど、知っておくとメリットの多いこの制度、ぜ

ひ利用してみませんか。

　手数料は無料です。

詳しくは法務局ホームページをご覧頂くか、お近くの法務局へお問い合わせ下さい。

那覇地方法務局　名護支局　℡　０９８０－５２－２７２９

法務局のホームページ： 

　　　 　　法務局　相続登記義務化　　　　　　　　　　 法務局　法定相続情報

       厚生労働省よりのお知らせ
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キャッシュレス推進連携協定締結調印式
７／２８（木）　伊平屋村、伊平屋村商工会、（株）琉球銀行の

三者はキャッシュレス推進連携協定を締結し、伊平屋村役場会議

室で調印式が行われました。

　この協定は、キャッシュレスの導入を推進し、伊平屋村の地域

経済の活性化、観光客や住民サービスの向上を図ることを目的とし

ており、商工会が窓口となってキャッシュレス決済端末設置店舗の

開拓や、導入後のサポート支援を行うことで、利用者の利便性を高

め、加盟店も安心して導入できる環境作りを目指します。

　伊平屋村商工会の伊豆味文徳会長は「キャッスレス化を導入する

ことで、観光客や住民の“手持ちの現金がなくなる”という不安が

解消され、購買意欲が高まる。また、決済端末は持ち運び可能な

ので祭りやイベントでの活躍も期待できる」と話しました。

（写真右から）（株）琉球銀行 川上 康 代表取締役頭取、
名嘉律夫村長、村商工会 伊豆味文徳会長、村イメー
ジキャラクター てるたまキング

やんばるチームどんどん
７／１７（日）・１８日（月）　やんばるチームどん

どんがイーアス沖縄豊崎（豊見城市）で開催され、伊

江島・伊平屋島・伊是名島の特産品販売を行いました。

また、３村のご当地キャラクターも参加し会場を盛り

上げました。

柔道全国大会派遣の報告
７／２９（金）　伊平屋小学校 6 年生の名嘉美理逢（み

りあ）さんが伊平屋村役場を訪れ、「全日本小学生柔道

育成プロジェクト２０２２」に県代表として派遣されること

を名嘉律夫村長へ報告しました。

　美理逢さんは小学校1年生から柔道を習い始め、昨年

も全沖縄小学生柔道大会で優勝するなど輝かしい成績を

残しています。

　今年 4 月に、父親の雅徳さんと屋良朝栄先生が立ち上

げた「伊平屋柔道塾」では、5 人のこどもたちが日々稽

古には励んでいます。次は団体戦も出場できたらと話しま

した。
（写真前列右）名嘉美理逢さん



10　iheya　2022.9

シヌグ・健康祈願
８／１４（日）　前泊区・我喜屋区、１６（火）田名区でシヌグ行事が行われました。昨年のシヌグから一年間

に誕生した子供たちの健やかなる成長を祈願しました。

与那覇すずちゃん

上原凛華（りんか）ちゃん

神アシアゲで健康祈願（我喜屋区）

島袋一椛（いちか）ちゃん

真栄田志茉（しま）ちゃん 門野朔久（さく）くん

ノロ神社で健康祈願（田名区）

我部巧和（こうわ）くん

上原豊大海（ほだか）くん

西銘心杏（ろあ）くん
名嘉菜乃佳（なのか）ちゃん

我部瑛政（えいせい）くん
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表紙写真：伊平屋村青年団協議会（撮影：金城勇人）

伊平屋村
人口動態

( 令和４年７月末現在）

田 名 前 泊 我 喜 屋 島 尻 野 甫 合 計 増   減
男 150 132 162 160 48 652 － 3
女 117 126 156 115 47 561 2
計 267 258 318 275 95 1,213 － 1

世帯数 128 120 170 138 57 613 2

伊平屋村の行事予定表　schedule
10月　Oct

2 日 日 カジマヤー

3 日 月 ミニデイ（野甫）

4 日 火
予防接種　ミニデイ（我喜屋）
てるしの塾開校式（小６）　金銭教室

5 日 水 ミニデイ（島尻）

6 日 木 ミニデイ（野甫）

8 日 土 伊平屋てるしのフェスティバル

9 日 日 伊平屋てるしのフェスティバル

10 日 月 スポーツの日

13 日 木 ミニデイ（田名）

14 日 金 村 P 童話・お話意見発表会　ミニデイ（前泊）

15 日 土 保育所運動会

16 日 日 職員採用候補者試験（共通１次試験）

17 日 月 インフルエンザ予防接種（PM）

18 日 火
インフルエンザ予防接種（AM）
ミニデイ（我喜屋）

19 日 水 ミニデイ（島尻）　伝統文化学習・弁当の日

20 日 木 ミニデイ（野甫）

21日 金 こころの健康相談（PM）

22 日 土 こころの健康相談（AM）

23 日 日 第 44 回村体協陸上競技大会

24 日 月 ミニデイ（野甫）

25 日 火 予防接種

26 日 水 伊平屋小学校修学旅行（～ 10/28）

27 日 木 ミニデイ（野甫）

28 日 金 乳幼児検診　ミニデイ（前泊）

31日 月 保育所ハロウィン　国保税納期限（第 3 期分）

9月　Sep

6 日 火
予防接種
豊年祭（我喜屋）

7 日 水 豊年祭（田名・島尻・野甫）

8 日 木 豊年祭（前泊）・ミニデイ（野甫）

10 日 土 十五夜

11日 日
沖縄県知事選挙
伊平屋村議会議員選挙

14 日 水 伝統文化学習・弁当の日

16 日 金 敬老会

19 日 月 敬老の日

20 日 火 ミニデイ（我喜屋）

21日 水
ミニデイ（島尻）
伝統文化学習・弁当の日

22 日 木 ミニデイ（野甫）

23 日 金
秋分の日
境港交流学習（～ 25 日）

27 日 火 予防接種

29 日 木
ミニデイ（田名）
空飛ぶ図書館

30 日 金
ミニデイ（前泊）
空飛ぶ図書館

育英会・社会福祉協議会へ寄付

７／２８（木）　故 金城ウトさん（我喜屋区）の孫にあたる金城信史

さんより生前お世話になった社会福祉協議会へ香典返しとして寄付され

ました。この日は、金城信史さんが来島できなかったため、代理で親族

の金城清信さんより手渡されました。社会福祉協議会の名嘉正明会長は

「金城家のご厚意に心から感謝申し上げます。大切に使わせて頂きます。」

と感謝の言葉を述べました。

７／１５（金）　（株）エマオ 代表取締役 安次富淳子氏、相談役 諸見武雄氏、（株）ベストコンサルタント　

代表取締役 冝保 剛氏、（株）総合設計玉城 専務取締役 銘苅久幸氏が伊平屋村役場を訪れ、伊平屋村育英会へ

寄付されました。手渡

された与那覇了教育長は

「子供たちのためにあり

がとうございます。大切

に使わせて頂きます。」

と感謝の言葉を述べま

した。
( 株 ) エマオ　
　代表取締役　安次富　淳子 氏

( 株 ) ベストコンサルタント　
　　代表取締役　冝保　剛 氏

( 株 ) 総合設計玉城　
　　専務取締役　銘苅　久幸 氏


